
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

清末民国初、江南における租桟・業戸・佃戸関係再
論 : 九州大学所蔵、江蘇省呉・長洲県馮林一桟関係
薄冊の再検討・補遺

川勝, 守

https://doi.org/10.15017/1867923

出版情報：史淵. 135, pp.43-71, 1998-03-10. 九州大学文学部
バージョン：
権利関係：



清
末
民
国
初
、
江
南
に
お
け
る
租
桟
・
業
戸
・
佃
戸
関
係
再
論

｜
｜
九
州
大
学
所
蔵
、
江
蘇
省
呉
・
長
洲
県
鴻
林
一
桟
関
係
簿
冊
の
再
検
討
・
補
遺
｜
｜

JIJ 

勝

守

は
じ
め
に

中
園
地
主
制
度
の
最
終
段
階
に
出
現
し
た
租
桟
と
よ
ぷ
地
主
管
理
機
構
に
つ
い
て
は
、
故
、
村
松
祐
次
一
橋
大
学
教
授
の
一
連
の

研
究
に
よ
っ
て
そ
の
ほ
ぼ
全
貌
を
知
る
こ
ど
が
で
き
る
。
村
松
教
授
に
よ
れ
ば
、
租
桟
と
い
う
の
は
地
主
つ
ま
り
管
業
戸
で
あ
っ
て
、

主
と
し
て
何
ら
か
の
官
職
背
景
を
も
っ
て
い
る
紳
士
、
郷
紳
が
、
他
の
業
戸
地
主
か
ら
そ
の
所
有
地
の
管
理
を
委
託
さ
れ
て
、
こ
れ

を
自
己
の
所
有
地
や
、
受
典
地
な
ど
と
共
に
一
括
し
て
管
理
と
、
コ
ッ
ミ
シ
ョ
ン
・
ぺ

l
シ
ス
で
そ
の
全
体
か
ら
小
作
料
を
徴
収
し
、

そ
の
全
体
に
つ
い
て
税
を
代
納
す
る
た
め
に
設
け
た
、
土
地
の
管
理
経
営
と
包
揖
と
の
大
規
模
機
構
で
あ
る
、
と
い
う
。
そ
し
て
、

そ
の
よ
う
な
性
格
を
最
も
十
全
に
示
す
の
は
、
徴
税
関
係
と
小
作
関
係
と
を
、
同
一
の
地
片
に
つ
い
て
同
時
に
示
す
蘇
州
府
呉
県
、

長
洲
県
の
漏
林
一
桟
関
係
簿
冊
が
あ
る
。
村
松
教
授
が
利
用
し
分
析
し
た
そ
れ
は
東
洋
文
庫
所
蔵
の
十
種
二
十
四
冊
の
手
書
き
本
、

帳
簿
で
あ
る
が
、
す
で
に
筆
者
が
こ
れ
ま
で
論
考
、
著
書
で
指
摘
し
て
き
た
ご
と
く
、
九
州
大
学
文
学
部
東
洋
史
関
係
図
書
の
中
に

十
種
二
十
九
冊
の
手
書
き
本
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
村
松
教
授
が
利
用
し
た
東
洋
文
庫
所
蔵
簿
冊
と
同
様
に
清
末
蘇
州
の
漏
林
一
関
係
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清
末
民
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初
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江
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に
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租
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業
戸
・
佃
戸
関
係
再
論

四
四

簿
冊
で
あ
っ
て
、
両
者
は
内
容
的
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
両
機
関
所
蔵
簿
冊
の
内
容
的
対
応
関
係
は
す
で
に
明
示
し
て
き
た
が
、

行
論
の
都
合
上
、
再
々
掲
載
す
る
こ
と
に
す
る
。

第1衰漏林一接関係簿冊一覧
（東洋文庫）
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こ
れ
ま
た
既
に
筆
者
は
指
摘
し
た
こ
と
だ
が
、
そ
れ
ら
簿
冊
は
租
桟
が
各
地
片
ご
と
、
各
年
次
ご
と
等
に
経
営
管
理
を
目
的
と
し

て
作
成
し
た
も
の
で
、
本
来
、
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
使
用
目
的
を
持
っ
て
作
成
し
た
の
で
、
同
一
内
容
の
も
の
は
本
来
有
り
得
な
い
も

の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
簿
冊
は
、
租
桟
管
理
の
一
部
分
部
分
を
表
現
す
る
存
在
で
あ
る
。
そ
こ
で
筆
者
は
村
松
教
授
が

利
用
で
き
な
か
っ
た
九
州
大
学
所
蔵
簿
冊
を
分
析
す
る
こ
と
で
清
末
江
南
の
地
主
租
桟
制
度
に
関
す
る
新
知
見
を
付
加
し
て
き
た
。

旧
稿
、
前
著
で
作
業
は
ほ
ぽ
終
了
し
て
い
る
が
、
誤
解
に
基
づ
く
誤
り
が
一
点
と
若
干
の
言
い
残
し
が
有
っ
て
補
遺
訂
正
が
必
要
で

あ
る
。
誤
り
の
訂
正
は
右
第
1
表
（
五
）
『
耕
糧
底
冊
』

B
、
C
冊
の
成
立
時
期
に
関
し
て
で
あ
り
、
そ
れ
は
漏
林
一
桟
の
民
国
初
年

の
状
態
の
趣
勢
を
知
る
上
で
重
要
な
資
料
と
な
る
事
柄
で
あ
り
、
ま
た
言
い
残
し
た
点
に
は
租
桟
の
納
税
関
係
の
実
徴
割
引
き
事
務

に
関
す
る
事
柄
が
あ
り
、
そ
れ
が
清
末
江
南
の
租
桟
地
主
制
度
に
お
け
る
徴
税
関
係
の
歴
史
的
性
格
を
理
解
す
る
上
で
極
め
て
具
体

的
に
問
題
に
な
る
事
例
と
思
わ
れ
る
。

｛

一

｝

九
州
大
学
所
蔵
『
癖
糧
底
冊
』
＝
一
冊
の
作
成
年
次
の
訂
正

九
州
大
学
所
蔵
漏
林
一
桟
関
係
簿
冊
（
前
掲
、
第
1
表
、
参
照
）
中
に
（
五
）
『
鱗
糧
底
冊
』
三
冊
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
官
頭
の
地

片
の
都
図
は
、
一
都
六
図
、
一
都
一
図
、
九
都
一
図
で
始
ま
る
。
旧
稿
、
前
著
で
は
仮
に
A
冊、

B
冊、

C
冊
と
し
た
の
で
本
稿
も

そ
れ
を
踏
襲
す
る
こ
と
に
す
る
。
す
で
に
旧
稿
、
前
著
に
指
摘
し
た
通
り
、
三
冊
は
冊
葉
寸
法
に
差
異
が
あ
る
が
、
中
身
の
用
紙
は

同
一
で
、
左
右
十
六
行
、
計
三
十
二
行
を
中
央
で
二
つ
折
り
し
て
袋
綴
に
し
て
あ
り
、
版
心
に
「
癖
糧
底
冊
宣
統
元
年
＠
呉
垂

裕
義
荘
」
と
刷
つ
で
あ
る
。
こ
の
呉
垂
裕
義
荘
は
漏
林
一
桟
関
係
地
の
業
主
、
糧
戸
と
し
て
登
場
す
る
呉
姓
の
義
荘
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
旧
稿
、
前
著
で
は
各
冊
記
入
内
容
の
全
体
を
知
る
た
め
に
、

A
B
C各
冊
の
各
都
図
に
つ
い
て
地
片
数
、
業
戸
数
、
面
積
合

計
を
出
し
て
、
表
化
（
第
8
表
）
し
、
そ
の
各
都
図
の
存
在
を
村
松
氏
の
研
究
に
引
か
れ
て
い
る
漏
林
一
桟
関
係
地
の
都
図
と
対
照

す
る
と
、

A
冊
は
呉
県
分
、

B
冊
は
長
洲
県
分
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

C
冊
は
A
冊
と
同
じ
漏
林
一
桟
の
呉

清
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お
け
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桟
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佃
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四
六

県
分
で
あ
っ
て
、

A
冊
と
は
異
年
次
の
簿
冊
だ
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
年
次
に
つ
い
て
は
、

A
冊
に
丁
な
い
し
丁
・
戊
、

C
冊
（
及
び
B
冊
に
も
）
に
庚
と
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

A
冊
は
民
国
六
（
丁
巳
、
一
九
一
七
）
年
か
七
年
（
戊
午
）
、

C
冊
（
及
び
B
冊
）
は
宣
統
二
（
庚
成
、
一
九
一

O
）
年
と
わ
か
る
、
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、

C
冊
が
A
冊
よ
り
先
年
の
庚
年
と
し

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
再
考
の
余
地
が
あ
る
。
特
に
C
冊
か
B
・
C
両
冊
に
挿
入
し
て
あ
る
「
中
華
民
国
八
年
上
忙
易
知

由
単
」
、
「
中
華
民
国
八
年
下
忙
易
知
由
単
」
、
「
中
華
民
国
八
年
漕
米
易
知
由
単
」
、
及
び
C
冊
に
添
付
し
て
あ
る
「
中
華
民
国
十
年
下

忙
易
知
由
単
」
・
「
中
華
民
国
十
年
漕
米
易
知
由
単
」
の
中
華
民
国
八
年
及
び
同
十
年
と
い
う
年
次
と
の
関
連
を
よ
り
深
く
考
慮
す
べ

き
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
旧
稿
、
前
著
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
『
騨
糧
底
冊
』
に
「
易
知
由
単
」
が
挟
ま
っ
て
い
る
（
貼
り
付
け
て
あ

る
）
こ
と
に
よ
っ
て
、
租
桟
が
納
税
名
義
人
か
ら
税
を
代
納
す
る
手
続
き
が
あ
る
程
度
わ
か
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
納
税
名
義

人
l
糧
戸
は
徴
税
催
促
書
で
あ
る
易
知
由
単
を
ま
ず
租
桟
に
提
出
し
、
納
税
済
み
と
な
る
と
、
県
知
事
の
公
印
が
押
さ
れ
て
租
桟
に

来
る
（
「
串
載
」
「
来
串
」
の
由
来
）
。
そ
し
て
そ
れ
は
租
桟
に
残
っ
て
、
納
税
名
義
人
に
渡
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
以
上
の
租
桟
が
納
税
名
義
人
の
納
税
代
行
l
包
揮
の
手
続
き
を
考
慮
す
れ
ば
、
中
華
民
国
八
年
の
納
税
催
促
書
l
易
知
由

単
が
納
税
済
み
と
な
り
、
納
税
領
収
書
と
な
っ
た
後
に
C
冊
B
冊
が
作
成
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
庚
年

は
庚
申
、
中
華
民
国
九
年
こ
九
二

O
）
と
な
る
。
十
年
の
食
い
違
い
が
お
こ
る
。
こ
の
場
合
、

C
冊
な
い
し
B
冊
に
挟
ん
で
あ
っ

た
「
中
華
民
国
八
年
の
易
知
由
単
」
分
の
地
片
が
す
べ
て
C
冊
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
知
何
に
考
え
る
か
が
残
る
問
題
と
な

る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
逆
の
場
合
、
つ
ま
り
筆
者
が
旧
稿
、
前
著
に
お
い
て
従
来
考
え
た
よ
う
に
、

A
冊
の
成
立
が
民
国
六
、

七
年
で
C
冊
が
宣
統
二
年
と
す
る
と
、
漏
林
一
桟
関
係
地
の
両
者
に
C
冊
｜
A
冊
と
、
減
少
分
が
出
る
こ
と
に
な
り
、
旧
稿
、
前
著

に
表
化
（
第
9
表
）
し
て
示
し
た
ご
と
く
、
減
少
額
は
二
七
四
畝
七
二
ハ
と
な
る
。
そ
し
て
そ
の
分
は
陳
余
慶
の
二

O
畝
O
三
を
除

く
二
五

O
畝
余
が
呉
留
余
分
で
あ
る
。
こ
の
呉
留
余
こ
そ
C
冊
B
冊
に
挟
ま
れ
た
「
中
華
民
国
八
年
の
易
知
由
単
」
の
糧
戸
l
業
戸

名
で
あ
る
。

A
冊
か
ら
C
冊
へ
二
七
四
畝
余
の
減
少
分
が
あ
り
、
そ
の
殆
ど
は
呉
留
余
分
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
の
時
点
で
漏
林
一



桟
は
呉
留
余
分
を
減
少
放
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
な
ぜ
「
中
華
民
国
八
年
の
易
知
由
単
」
が
漏
林
一
桟
に
残
っ
て
い
る
か
、
と

い
う
よ
り
呉
留
余
は
A
冊
の
二
、
三
年
後
に
再
度
「
易
知
由
単
」
を
漏
林
一
桟
に
持
っ
て
来
た
こ
と
に
な
り
、
こ
の
間
の
経
緯
の
説

明
が
全
く
困
難
に
な
る
。
呉
留
余
の
二
五

O
畝
余
の
減
少
と
中
華
民
国
八
年
の
易
知
由
単
の
存
在
と
は
絶
対
に
両
立
で
き
な
い
事
柄

で
あ
る
。
そ
の
結
果
、

A
冊
か
ら
C
冊
は
減
少
で
は
な
く
、
増
加
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
A
冊
が
先
時
に
成
立
し
、
後
に
C
冊
が
作
成

さ
れ
た
と
考
え
る
他
は
な
い
。
従
っ
て
、

C
冊
及
び
B
冊
の
成
立
は
庚
申
の
年
、
中
華
民
国
九
年
と
な
る
。
以
上
か
ら
漏
林
一
桟
は

辛
亥
革
命
の
影
響
で
関
係
地
を
減
少
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
さ
ら
に
新
し
い
呉
姓
、
呉
留
余
の
土
地
が
中
心
で
あ
る
が
、
呉
留
余
は

中
華
民
国
八
年
分
の
上
下
忙
銀
、
同
年
漕
米
徴
収
に
関
わ
る
易
知
由
単
を
漏
林
一
桟
に
寄
託
し
て
来
て
い
る
。
さ
ら
に
糧
戸
名
が
増

記
と
い
う
中
華
民
国
十
年
の
易
知
由
単
が
『
騨
糧
底
冊
』

C
冊
に
二
枚
添
付
し
て
あ
る
（
写
真
複
写
参
照
）
。
一
枚
は
「
中
華
民
国
十

年
漕
米
易
知
由
単
」
、
も
う
一
枚
は
「
中
華
民
国
十
年
下
忙
易
知
由
単
」
と
で
あ
る
が
、
両
者
の
易
知
由
単
の
納
税
者
た
る
糧
戸
名
は

「
増
記
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
「
増
記
」
と
は
い
か
な
る
糧
戸
l
業
戸
か
。
九
州
大
学
所
蔵
史
料
（
六
）
『
長
邑
各
都
図
漕
米
総
冊
』

第
四
、
五
冊
の
業
戸
名
に
呉
守
倫
忠
、
呉
忠
記
、
呉
胎
記
、
呉
守
倫
胎
が
見
え
（
川
勝
守
『
明
清
江
南
農
業
経
済
史
研
究
』
四
二
九

l
四
＝
二
頁
、
第
1
1表
、
参
照
）
、
呉
忠
記
や
呉
胎
記
が
確
認
さ
れ
る
か
ら
、
増
記
も
ま
た
呉
増
記
と
い
う
呉
姓
業
戸
の
一
種
の
企

業
経
営
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
、
例
え
ば
そ
れ
は
呉
留
余
と
関
係
す
る
か
否
か
な
ど
詳
細
は
不
明

で
あ
る
。
唯
一
手
が
か
り
に
な
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
中
華
民
国
十
年
の
易
知
由
単
が
貼
つ
で
あ
る
『
耕
糧
底
冊
』
の
個
所
だ
が
、

十
四
都
五
図
の
以
下
の
三
地
片
で
あ
る
。

十
四
都
五
図
則
田
四
十
八
畝
五
分
糧
戸
呉
善
基
原
報
号
（
以
下
、
上
下
忙
銀
額
等
省
略
）

則
田
七
畝
四
分
糧
戸
呉
帰
耕
原
報
号
（
同
）

則
田
三
畝
四
分
糧
戸
呉
経
鋤
原
報
号
（
同
）

中
華
民
国
十
年
の
二
地
片
の
都
図
は
三
都
五
図
、
面
積
は
五
畝
二
分
三
厘
三
毛
で
、
特
に
前
者
の
都
図
の
所
在
か
ら
み
て
二
地
片

清
末
民
国
初
、
江
南
に
お
砂
る
租
桟
・
業
戸
・
佃
戸
関
係
再
論

四
七
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易
知
由
単
と
そ
れ
が
貼
ら
れ
て
い
た
『
騨
糧
底
冊
』
の
当
該
個
所
と
は
何
の
関
係
も
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
易
知
由
単
の
存
在
に
よ
り
漏
林
一
桟
が
呉
姓
等
業
戸
か
ら
そ
の
納
税
代
行
の
た
め
各
業
戸
名
の
易
知
由

単
を
取
り
扱
っ
た
の
は
中
華
民
国
十
年
ま
で
は
少
な
く
と
も
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
と
同
時
に
そ
の
時
ま
で
は
漏
林
一
租
桟
納
税

代
行
は
増
加
し
、
租
桟
規
模
は
更
に
拡
大
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
彼
の
易
知
由
単
二
種
の
現
物
を
検
討
し
よ
う
。
現
物
は
右
に
写
真
を
示
し
た
通
り
、
一
種
は
「
中
華
民
国
八
年
上
忙
易
知

由
単
」
、
も
う
一
種
は
「
中
華
民
国
八
年
漕
米
易
知
由
単
」
の
二
種
類
で
あ
る
。
「
中
華
民
国
八
年
上
忙
易
知
由
単
」
は
上
欄
に
右
か

ら
左
に
表
題
を
横
書
き
し
、
そ
の
下
欄
に
、

呉
県
知
事
為
啓
征
上
忙
、
給
発
回
単
事
。
案
照
各
業
戸
応
完
本
年
分
上
忙
銀
正
、
省
県
附
税
、
毎

両
合
銀
元
二
元
五
分
、
定
於
八
年
月
日
（
即
陰
暦
月
日
）
至
月

日
（
即
陰
暦
月
日
）
為
征
収
期
限
、
通
限
加
収
二
十
分
之
一
、
加
征
後
至

両
月
、
伺
未
完
納
者
、
加
十
分
之
一
、
除
出
示
布
告
外
、
合
将
各
戸
実
征
銀
数
、
先
行
発
単
通
知
。
為

此
仰
業
戸
査
照
、
後
開
科
則
応
完
銀
数
、
如
期
赴
拒
完
納
、
随
時
製
串
安
業
、
切
勿
観
望
遅
延
、

須
至
単
者
。

計
開

拒

，...＿ー，
子

｛
西
拾
捌
｝

山
則

地
田

蕩

｛ 

一
、－－

都

｛
拾
捌
｝

図

糧
戸

畝

F’』町、

一、ーマd

分

清
末
民
国
初
、
江
南
に
お
け
る
租
桟
・
業
戸
・
佃
戸
関
係
再
論

，...，.ー、

一一、『，d

｛呉

留
厘

｛五｝ 余｝

喜

四
九



清
末
民
国
初
、
江
南
に
お
け
る
租
桟
・
業
戸
・
佃
戸
関
係
再
論

中
華
民
国

応
完
民
国
八
年
熟
田
上
忙
銀

年

｛
陸
分
伍
厘
｝

月

日
給

知
有
舛
錯

呈
請
更
正

五
0 

県

第

〈

二

百

四

十

九

〉

号

次
に
、
も
う
一
種
の
「
中
華
民
国
八
年
漕
米
易
知
由
単
」
は
、
や
は
り
上
欄
に
表
題
を
記
し
、
下
欄
本
文
に
は
、

呉
県
知
事
為
給
発
由
単
事
。
案
照
各
業
戸
応
完
本
年
分
漕
米
、
省
県
附
税
、
毎
石
合
銀
元
伍
元
正
、
定
於
八
年
月
日
（
即

陰
暦
月
日
）
至
月
日
（
即
陰
暦
月
日
）
為
征
収
期
限
、
通
限
加
征
二
十
分
之
一
、
加
収
後
至
両
月
、
侃
未

完
納
者
、
加
十
分
之
一
、
除
出
示
布
告
外
、
合
将
各
戸
実
征
米
数
、
先
行
発
単
通
知
。
為
此
仰
業
戸
査
照
、
後
開
科
則
応
完

米
数
、
知
期
赴
＠
完
納
、
随
時
製
串
安
業
、
切
勿
観
望
遅
延
、
須
至
単
者
。

計
開拒

，＿£..『

子

山
則

地

｛
西
拾
捌
｝

田

都

｛
拾
捌
｝

｛九｝

蕩

応
完
民
国
八
年
熟
田
冬
漕
米
｛
弐
斗
壱
升
陸
合
｝

年

中
華
民
国

県

第 ＿＿，』ー、

一、、戸d

畝

月

〈
百
六
十
〉

図
糧
戸

分

｛九｝

日
給

知
有
舛
錯

呈
請
更
正

号

｛呉

留

厘

｛一」 余｝

竜



『排糧底珊』易知由単

易知由種類 都 図 糧戸名 面積 税銀額 漕米額

1 八年上忙 西十八 十八 呉留余 1,125畝 0.065両 石

2 八年下忙 II II II II II 

3 八年漕米 II II II II 0.122 

4 八年下忙 II II II 1,991 0.115 

5 八年漕米 II II II II 0.216 

6 八年上忙 中十八 ム／、 II 3,680 0.209 

7 八年下忙 II II II II II 

8 十年下忙 三都 五 増記 5,233 0.303 

9 十年漕米 II II II II 0.523 

第 2表

右
の
二
種
の
易
知
由
単
は
、
一
種
は
「
中
華
民
国
八
年
上
忙
易
知
由
単
」
「
中
華

民
国
八
年
下
忙
易
知
由
単
」
、
も
う
一
種
は
「
中
華
民
国
八
年
漕
米
易
知
由
単
」
、

要
す
る
に
一
年
二
期
の
地
丁
銀
の
上
下
忙
銀
の
易
知
由
単
と
漕
米
漕
糧
に
対
す
る

易
知
由
単
の
二
種
類
と
な
り
、
種
類
形
式
と
し
て
は
二
種
三
類
と
な
る
。
な
お
、

中
華
民
国
十
年
分
は
漕
米
と
下
忙
銀
の
二
種
で
あ
り
、
内
容
文
章
等
は
上
記
八
年

分
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
さ
て
、
ま
ず
、
若
干
の
備
考
註
記
を
し
て
お
け
ば
、
｛
｝

内
の
字
旬
、
数
字
は
手
書
き
、
も
し
く
は
印
版
で
記
入
し
た
も
の
、
〈
〉
内
は
商

業
数
字
、
い
わ
ゆ
る
蘇
州
数
字
で
墨
書
し
た
も
の
で
あ
る
。
他
の
文
字
数
字
は
木

版
で
予
め
印
刷
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
種
の
易
知
由
単
は
い
ず
れ
も
呉
県
知
事
、

知
県
が
発
給
し
た
納
税
催
促
書
で
あ
る
が
、
納
入
済
み
と
な
る
と
そ
の
内
の
一
部

分
が
領
収
書
と
し
て
納
税
者
1
業
戸
・
糧
戸
の
下
に
帰
っ
て
く
る
。
地
丁
銀
上
・

下
忙
銀
と
漕
米
漕
糧
の
違
い
は
税
目
と
徴
収
物
品
の
差
異
だ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
、

清
末
で
は
な
く
、
中
華
民
国
時
代
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
暦
は
新
暦
の
太
陽
暦
を

基
準
と
し
、
旧
暦
・
太
陰
暦
は
（
）
内
に
別
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
正
項

税
高
に
対
す
る
各
種
付
加
税
や
徴
収
期
限
超
過
に
た
い
す
る
付
加
税
な
ど
に
変
更

は
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
驚
く
べ
き
こ
と
は
紳
士
等
の
税
代
納
の
包
揮
が
辛
亥
革
命

後
の
民
国
時
代
で
も
存
続
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
清
代
徴
税
制

度
に
お
け
る
包
撹
の
強
固
な
存
続
を
示
す
と
同
時
に
、
包
撹
を
制
度
の
核
と
し
て

成
立
す
る
租
桟
制
度
の
民
国
時
代
へ
の
継
承
を
物
語
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
以
上

清
末
民
国
初
、
江
南
に
お
け
る
租
桟
・
業
戸
・
佃
戸
関
係
再
論

五



清
末
民
国
初
、
江
南
に
お
け
る
租
桟
・
業
戸
・
佃
戸
関
係
再
論

五

は
二
種
の
易
知
由
単
の
記
載
文
面
そ
れ
事
態
が
示
す
も
の
で
は
な
く
、
直
接
に
納
税
義
務
の
無
い
土
地
、
地
片
の
易
知
由
単
が
租
桟

に
存
在
す
る
の
で
知
ら
れ
る
事
柄
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
九
州
大
学
所
蔵
『
耕
糧
底
冊
』
に
挟
ま
っ
た
、
な
い
し
添
付
さ
れ
た
「
易
知

由
単
」
は
本
来
何
枚
在
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
現
存
の
由
単
を
一
覧
に
し
て
み
る
と
上
欄
の
表
の
よ
う
に
な
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ

ば
、
地
片
毎
に
整
理
す
る
と
、
第
一
地
片
が
西
十
八
都
十
八
図
糧
戸
呉
留
余
の
面
積
一
畝
一
分
二
厘
五
毛
の
地
片
で
中
華
民
国
八
年

上
忙
銀
・
下
忙
銀
税
額
六
分
五
厘
及
び
同
年
漕
米
一
斗
二
升
二
合
の
も
の
が
三
枚
、
第
二
地
片
が
西
十
八
都
十
八
図
糧
戸
呉
留
余
面

積
一
畝
九
分
九
厘
一
毛
八
年
下
仕
銀
一
銭
一
分
五
厘
及
び
同
地
片
八
年
漕
米
二
斗
一
升
六
合
の
二
枚
、
第
三
地
片
は
中
十
八
都
六
図

糧
戸
呉
留
余
面
積
三
畝
六
分
の
八
年
上
忙
銀
・
下
忙
銀
二
銭
九
厘
の
二
枚
、
第
四
地
片
が
三
都
五
図
糧
戸
増
記
の
面
積
五
畝
二
分
三

厘
三
毛
の
中
華
民
国
十
年
下
忙
銀
三
銭
三
厘
、
同
年
漕
米
五
斗
二
升
三
合
の
二
枚
、
以
上
の
四
地
片
九
枚
と
な
る
。
要
す
る
に
一
年

の
一
地
片
に
つ
い
て
は
地
丁
銀
が
上
忙
・
下
忙
の
一
種
二
枚
、
漕
米
一
枚
の
三
枚
の
易
地
由
単
が
あ
る
。
四
地
片
で
あ
れ
ば
計
十
二

枚
と
な
る
。

二
種
、
と
い
う
よ
り
二
種
三
式
の
易
知
由
単
の
文
面
は
、
上
忙
銀
・
下
忙
銀
、
漕
米
の
各
納
税
関
係
を
示
す
が
、
こ
の
伝
票
が
基

礎
と
な
っ
て
租
桟
に
お
げ
る
呉
姓
各
業
戸
の
地
丁
銀
、
漕
糧
の
納
税
関
係
簿
冊
が
作
成
さ
れ
る
。
九
州
大
学
所
蔵
漏
林
一
桟
関
係
簿

冊
で
は
、
（
一
）
『
呉
邑
銀
漕
有
閏
副
冊
』
、
（
二
）
『
呉
巴
無
閏
癖
糧
冊
』
、
（
五
）
『
僻
糧
底
冊
』
、
（
六
）
『
長
呉
各
都
図
漕
米
総
冊
』
な

ど
が
そ
う
し
た
簿
冊
で
あ
る
。
な
お
、
租
桟
が
各
業
戸
の
納
税
代
行
を
開
始
す
る
以
前
に
、
各
納
税
義
務
を
示
す
易
知
由
単
が
租
桟

に
来
た
こ
と
を
確
認
す
る
簿
冊
が
作
成
さ
れ
る
。
（
八
）
「
長
邑
経
号
田
単
底
冊
』
や
（
七
）
『
長
邑
各
都
図
無
閏
田
単
冊
』
と
い
う
田

単
冊
の
類
が
そ
れ
で
あ
る
。
以
上
に
加
え
て
、
租
桟
機
構
の
中
園
地
主
制
度
と
し
て
最
も
管
理
化
さ
れ
、
機
構
強
化
さ
れ
た
面
と
し

て
、
業
戸
1
地
主
に
代
わ
っ
て
佃
戸
、
小
作
人
か
ら
佃
租
、
小
作
料
を
徴
収
す
る
点
が
あ
る
。
そ
の
簿
冊
が
（
三
）
・
（
四
）
『
長
呉
佃

冊
』
（
両
簿
冊
は
同
名
表
記
）
、
（
九
）
『
長
巴
小
租
簿
』
と
い
う
簿
冊
で
あ
る
。
こ
こ
に
漏
林
一
桟
関
係
簿
冊
が
徴
税
関
係
と
小
作
関

係
と
を
、
同
一
地
の
地
片
に
つ
い
て
同
時
に
示
す
史
料
で
あ
る
と
い
う
所
以
が
あ
る
。
け
だ
し
、
そ
の
諸
関
係
の
マ
ス
タ
ー
キ
イ
、



親
鍵
的
位
置
に
所
在
す
る
の
が
二
種
の
易
知
由
単
の
存
在
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。

｛
一
一
｝

濡
林
一
桟
簿
冊
に
お
け
る
納
税
割
引
き

清
末
江
南
地
方
の
徴
税
の
実
際
に
は
、
徴
税
額
面
の
何
%
か
の
割
引
き
が
適
応
さ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
こ
の
事
実
は
必
ず
し
も

一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
割
引
き
の
理
由
は
何
か
、
何
が
契
機
と
な
っ
て
そ
の
慣
行
は
開
始
さ
れ
、
ま
た
そ

の
始
期
は
何
時
か
等
々
、
こ
れ
ま
で
解
明
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
。
村
松
祐
次
教
授
も
上
下
忙
銀
、
漕
米
の
割
引
き
に
気
付

き
、
そ
の
事
実
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
有
す
る
意
義
、
問
題
点
な
ど
に
は
何
ら
注
意
を
払
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
、

事
例
を
挙
げ
よ
う
。

九
州
大
学
所
蔵
漏
林
一
桟
関
係
簿
冊
の
史
料
（
二
）
『
呉
色
無
閏
耕
糧
冊
』

一
都
九
図

の
官
頭
部
の
一
丁
、

一
都
九
図
に
は
、

官
則
拾
三
畝
九
分
四
厘

無
閏
単
収

呉
経
鋤

原
高
徳
成

無

関
入銭

実分
）七
七｜慶
銭

分

厘

E
Z騨哩

ω入
一
石
三
斗
一
升
七
合

f
p
F
3
一
石
四
斗
三
升
一
合

？鴎

呉
桂
蔭

こ
の
簿
冊
の
作
成
年
次
は
光
緒
二
十
五
年
（
一
八
九
九
）

で
あ
る
が
、
傍
線
部
の
手
書
き
の
中
国
商
業
数
字
で
書
い
た
記
入
は
ほ

清
末
民
国
初
、
江
南
に
お
け
る
租
桟
・
業
戸
・
佃
戸
関
係
再
論

五



と
ん
ど
完
全
に
近
い
。
さ
て
、
右
の
8
4
入
は
八
四
%
実
徴
、
つ
ま
り
一
六
%
割
引
き
で
あ
り
、

9
2
入
は
漕
米
原
額
の
九
二
%
実

徴
、
八
%
割
引
き
を
示
す
。
「
入
」
は
実
徴
の
実
の
商
号
略
字
で
あ
る
。
こ
の
割
引
き
が
い
か
な
る
計
算
に
よ
っ
た
も
の
か
、
念
の
た

め
に
試
算
し
て
み
る
と
、
右
の
官
則
拾
三
畝
九
分
四
厘
は
、
上
忙
銀
額
八
銭
六
分
七
厘
、
八
四
%
の
額
は
七
銭
二
分
八
厘
で
下
忙
銀

の
表
示
額
に
一
致
す
る
。
同
地
の
漕
米
は
原
額
が
一
石
四
斗
三
升
一
合
、
九
二
%
は
一
石
三
斗
一
升
七
合
、
同
様
に
9
2
入
表
示
額

と
な
る
。
第
二
の
官
則
参
畝
七
分
の
土
地
の
税
額
は
、
上
忙
銀
が
二
銭
三
分
で
そ
の
八
四
%
は
一
銭
九
分
三
厘
で
下
忙
銀
の
表
示
と

合
致
す
る
。
漕
米
も
同
様
に
三
斗
八
升
の
九
二
%
は
三
斗
五
升
と
な
る
。
な
お
、
以
上
の
計
算
で
は
位
取
り
四
桁
を
四
捨
五
入
し
て

い
る
。
な
お
、
事
例
を
挙
げ
よ
う
。
九
州
大
学
所
蔵
史
料
（
七
）
『
長
邑
各
都
圏
無
閏
田
単
冊
』
の
冒
頭
部
一
都
一
図
の
冒
頭
数
葉
の

地
片
記
事
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
都
一
図

〔
五
畝
弐
分
五
厘
八
毛
〕

無
間
百
忙
同
聞

参
畝
四
分
八
厘
二
毛

清
末
民
国
初
、
江
南
に
お
砂
る
租
桟
・
業
戸
・
佃
戸
関
係
再
論

官
則

官
則

無
関

！｜！園

；自

官
則

陸
畝
七
分
四
厘

無
闇
H
忙

捌
畝
五
分
九
厘
七
毛

無
聞
社
忙

官
則

無
関
単
収

無
閏
漕
米

無
闇
単
収

無
閏
漕
米

無
関
単
収

無
関
単
収

呉
経
鋤
原
戸
趨
菊
寿

五
斗
七
升
同
世

呉
経
鋤

同
刷
］

斗
七
升
七
合

原
戸
談
慶
順

七
斗
三
盆
阿
国

呉
胎
善

無
関
漕
米

呉
胎
善

無
関
漕
米

五
四卯

五
十
八

又

同

丙
八
十
二

文

同



官
則

官
則

官
則

官
則

官
則

参
畝
三
分
弐
厘
五
毛

無
閏
H

忙

一
畝
三
分

無
関
単
収

無
閏
単
収

呉
胎
善

無
閏
漕
米

呉
胎
善

無
関
漕
米

呉
胎
善

無
閏
漕
米

呉
裕
仁

無
閏
漕
米

呉
裕
仁

無
閏
漕
米

又

同

無
聞
社
忙

一弐
畝無畝
六閏四
分下上厘
九仕五
厘嗣毛

銭銭
七七
分合
四四

戸
併

無
闇
単
収

無
閏
単
収

又

同

日
同
出

無
閏
H
忙
凶
附
刈
同
国
｜
｜

九
八
似
実
九
分
三

陸
畝
三
分
三
厘
七
毛

無
関
単
収

一
斗
四
升
一
合

又

同

日
間
閏

三主」、司令
d

コ

無
闇
日
忙
I
l－－
－ニ量プ，
7
4

三
銭
四
分
四

園

二
斗
ニ
升
二
合

原
呉
守
倫
忠
徐
中
和

申
三
十
一

川問実

同
刷
］

一
斗
八
升
三
合

文

徐
乗
記

同

r、
斗
久
升
/'¥ 
l』

口 U串

裁

以
上
に
つ
い
て
も
念
の
た
め
検
算
し
て
み
る
と
、
や
や
誤
差
の
あ
る
も
の
も
見
ら
れ
る
が
、
概
し
て
計
算
は
正
確
で
あ
る
。
そ
の

計
算
式
は
官
則
参
畝
四
分
八
厘
二
毛
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
上
忙
銀
五
銭

O
六
厘
、
下
忙
銀
五
銭

O
六
厘
と
し
た
下
忙
銀
額
の
九
四
%

で
四
銭
七
分
七
厘
と
し
た
。
な
お
、
こ
の
史
料
（
七
）
『
長
邑
各
都
図
無
閏
田
単
冊
』
の
作
成
年
次
は
光
緒
十
七
年
と
い
う
記
載
が
あ

る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
村
松
祐
次
教
授
が
紹
介
し
た
東
洋
文
庫
所
蔵
の

3
、
『
長
邑
無
閏
田
単
冊
』
は
光
緒
二
十
年
の
制
作
で
あ
っ

て
、
前
記
光
緒
十
七
年
冊
と
同
じ
官
頭
一
都
一
図
分
を
挙
げ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
（
村
松
祐
次
著
『
近
代
江
南
の
租
桟
」
四
六

O

清
末
民
国
初
、
江
南
に
お
け
る
租
桟
・
業
戸
・
佃
戸
関
係
再
論

五
五



清
末
民
国
初
、
江
南
に
お
け
る
租
桟
・
業
戸
・
佃
戸
関
係
再
論

ー
六
三
頁
、
参
照
）
。

一
都
一
園

官
則
五
畝
弐
分
五
厘
八
毛

無
閏
単
収

三
銭
O
五
一
串
裁
一

無
関
H

忙
日
自
民
同
制
」

犯
人
二
銭
六
分
二
一
串
畿
一

官
則
参
畝
四
分
八
厘
弐
毛

無
閏
単
収

二
銭
O
二
一
串
裁
一

無
聞
社
忙

F
自
主
同
盟

幻
入
一
銭
七
分
四
一
串
繊
一

官
則
陸
畝
七
分
四
厘

無
闇
単
収

無

忙

f自
白

官
則
捌
畝
五
分
九
厘
六
毛

無
閏
単
収

四
銭
九
分
八
星
串
裁
一

無
閏
H

忙

F
J
昨
自

mm
入
四
銭
二
分
八
厘
串
裁
一

官
則
参
畝
三
分
二
厘
五
毛

無
関
単
収

一
銭
九
分
三
一
串
裁
一

無
閏
H

忙

E

請
す

犯
人
一
銭
六
分
六
一
串
畿
一

官
則
壱
畝
参
分

無
閏
単
収

呉
胎
善

呉
経
鋤

呉
経
鋤

呉
胎
善

呉
胎
善

呉
胎
善

又

原
趨
菊
寿

卯
五
十
八

無
関
漕
米
五
斗
七
止
岡
剛

犯
人
五
斗
三
升

文

又

無
閏
漕
米
三
斗
七
升
七
企
同
閏
幻
入
三
斗
五
升
一
合

又

又

無
閏
漕
米
七
斗
三
升
田
町
図
的
出
入
六
斗
七
升
九
合

又

又

3
入
八
斗
六
升
六

無
閏
漕
米
九
斗
三
升
一
合
9

司
自
一串畿一

又

又

無
閏
漕
米
三
斗
六
升

mm
入
三
斗
三
升
五
合

文

五
六



七
分
Q
串裁一

無
関
H

亡

五

点

f
H

ー
犯
人
六
分
♀
串
畿
一

無
関
漕
米
一
斗
四
升
二
品
温
斗
＝
一
升
一
合

官
則
弐
畝
四
厘
五
喜

無
関
単
収

呉
胎
善

又

又

一
銭
一
分
八
一
串
裁
一

無

間

百

忙

平

静

J

犯
人
一
銭
O
一一一串載一

無
閏
漕
米
二
斗
ニ
升
二
合
問
入
二
斗
O
一八

官
則
壱
畝
陸
分
九
厘

無
閏
単
収

呉
裕
仁

原
呉
守
倫
忠
徐
中
和
申
州
ニ

九
分
一
串
裁
一

無
関
H

忙

弛

1

川
町
入
八
分
五
一
串
裁
一

無
闇
漕
米
一
斗
八
升
三
ム
品
川
羽
斗
升

官
則
陸
畝
参
分
三
厘
七
毛

無
関
単
収

呉
裕
仁

又

徐
乗
記
一
又

無
関
H

忙
混
一
日
制
寸
伊
ハ

無
閏
漕
米
六
斗
八
升
六
ム
崎
潤
圭
一
一
升
八

光
緒
十
七
年
で
は
九
項
中
三
項
し
か
割
引
き
表
示
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
光
緒
二
十
年
で
は
九
項
全
て
の
地
片
に
つ
い
て
割
引

き
計
算
が
確
認
さ
れ
る
。
以
上
に
つ
い
て
も
念
の
た
め
に
検
算
し
て
み
る
と
、
驚
く
べ
き
結
果
が
出
た
。
す
な
わ
ち
、
一
都
一
図
官

則
五
畝
二
分
五
厘
八
毛
の
地
片
の
上
忙
銀
額
は
三
銭

O
五
厘
、
下
忙
銀
は
二
銭
六
分
二
厘
と
な
っ
て
い
る
が
、
計
算
で
は
上
忙
銀
の

九
三
%
で
二
銭
八
分
三
厘
六
毛
五
糸
と
な
っ
て
合
致
し
な
い
。
し
か
し
、
念
の
た
め
そ
の
二
銭
八
分
三
厘
六
毛
五
糸
の
九
三
%
を
出

す
と
二
銭
六
分
三
厘
七
毛
九
糸
と
、
や
や
下
忙
の
表
示
額
に
近
い
額
数
が
得
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
ニ
銭
八
分
三
厘
の
九
三
%
と
す
る

と
二
銭
六
分
三
厘
と
な
っ
て
か
な
り
近
付
く
。
同
様
に
官
則
参
畝
四
分
八
厘
弐
毛
は
上
忙
銀
額
二
銭

O
二
厘
で
あ
る
の
で
、
そ
の
九

三
%
額
が
一
銭
八
分
七
厘
、
さ
ら
に
そ
の
九
三
%
額
は
一
銭
七
分
四
厘
と
全
く
一
致
す
る
。
以
下
の
各
地
片
も
同
様
で
あ
る
。
以
上

か
ら
光
緒
二
十
年
の
割
引
計
算
で
は
表
示
割
引
率
が
二
度
適
用
さ
れ
て
計
算
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ど

清
末
民
国
初
、
江
南
に
お
け
る
租
桟
・
業
戸
・
佃
戸
関
係
再
論

五
七



清
末
民
国
初
、
江
南
に
お
け
る
租
桟
・
業
戸
・
佃
戸
関
係
再
論

五
/¥ 

う
し
て
か
と
い
え
ば
、
割
引
が
下
忙
銀
だ
げ
で
な
く
、
上
忙
銀
に
も
適
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
上
忙
銀
に

は
割
引
が
適
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
下
忙
銀
の
み
二
度
割
引
計
算
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
厳
密
性
を
欠
く

も
の
で
一
種
の
「
朝
三
暮
四
」
の
感
じ
が
す
る
。

｛
＝
一
｝
『
長
田
巴
小
租
簿
』
と
渇
林
一
桟
と
の
関
係

史
料
（
九
）
『
長
邑
小
租
簿
」
と
呼
ぶ
簿
冊
が
あ
る
。
こ
れ
が
漏
林
一
桟
関
係
簿
冊
と
如
何
な
る
関
係
の
あ
る
簿
冊
か
こ
れ
ま
で
検

討
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
内
容
の
紹
介
を
兼
ね
て
次
表
を
作
成
し
た
。
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
各
都
図
ご
と
に
佃
名
、
佃
作
面
積
、

同
租
米
額
、
力
米
数
、
等
を
合
算
し
、
一
畝
当
た
り
租
額
、
力
米
数
等
を
計
算
し
た
。
当
該
佃
作
地
の
所
属
好
、
垣
は
各
都
図
ご
と

に
列
挙
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
東
六
都
下
北
五
図
か
ら
中
十
八
都
三
十
図
に
至
る
地
片
の
佃
作
地
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
一
畝
当
た
り
の
租
米
額

は
大
体
一
石
内
外
、
力
米
は
四
升
と
分
か
っ
た
。
な
お
、
全
体
は
四
群
に
大
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
分

類
の
目
的
等
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
全
体
的
理
解
を
得
る
た
め
に
各
群
ご
と
に
都
数
、
図
数
、
号
数
、
佃
数
、
面
積
数
、
租
米
数
、

力
米
数
、
汗
数
、
垣
数
を
合
算
し
て
一
覧
に
し
て
み
よ
う
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
都
は
一
二
、
図
は
八
三
、
時
一
五

O
、
垣
七
六
八
と
そ
の
地
の
関
係
佃
作
地
の
散
在
性
が
知
ら
れ
、
そ
れ
を
佃
作

す
る
佃
戸
も
延
べ
九
九
五
人
の
多
数
に
上
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
逆
に
各
佃
戸
の
小
作
地
の
零
細
性
も
知
ら
れ
た
。
面
積
総
額
二

O

四
二
畝
、
租
米
総
額
二

O
五
二
石
、
力
米
八
二
石
余
と
な
っ
た
。
一
畝
当
た
り
は
一
石
、
力
米
四
升
も
確
認
さ
れ
た
。

さ
て
、
『
長
邑
小
租
簿
』
と
漏
林
一
桟
関
係
簿
冊
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
『
長
邑
小
租
簿
』
の
下
十
四
都
下
二
図
、
及
び
同
都
二
十

三
図
等
に
は
、
東
洋
文
庫
蔵
史
料
1
0
『
長
邑
図
無
閏
上
下
忙
漕
米
冊
』
、
九
州
大
学
蔵
史
料
（
七
）
「
長
邑
経
号
田
単
底
冊
」
と
の

対
応
が
次
の
知
く
確
認
さ
れ
る
。



第 3表 『長邑小租簿』都図集計表

都 図 号 号数 佃 名 面積ω入米（鴎 カに） l * 
!f 名 駈

畝 石 石 石 石

東六 下北五 元 3 3 顧阿慮、周阿毛、顔阿狗 31.393 30.332 1.256 0.966 0.040 物、意、操 37、40、41、46、50、53、54、

57、57、61、62、63

七 4-8 5 朱何室、張阿昆、王宝和、顧銀龍、黄毛観 8.757 9.098 0.350 1.039 0.040 階、輩、振、緩 15、25

七 9-14 6 周双福、王増保、呉双喜、漏阿双（日銀 20.560 20.394 0.822 0.992 0.040 内、承、社、機 1、3、39

保）、朱何虎、朱阿春

十一 四 15-18 4 李桂堂、張関亭、朱連元、王金虎 18 .225 18. 757 0. 729 1.029 6.040 元、珠、称 8、22

十一 五 19-20 2 沈三喜、浦阿松 6.681 6.872 0.267 1.029 0.040 羽

十一 中八 21 1 金長観 8.980 8.811 0.359 0.981 0.040 遜 19、20

十一 下八 22-25 4 陸虎観、浦蘭、毛二、金喜 13.195 14.525 0.528 1.101 0.040 単、戎、湯

十一 十一 26 1 銭金書事 4.400 4.562 0.176 1.037 0.040 暑

十二 上一 27-33 顧和尚、錦泉、陸虎観、海和（阿根）、沈阿 28.920 29. 798 1.157 1.030 0.040 向、気 12、13、33、34、35、43、58、

土、顔春泉、沈裕泉 59、126、130、218

十二 下一 34-38 5 莫鳳岐、顔四観、如邦、金観（許暁山） 13. 581 13目482 0.993 0.589 0.043 懐、兄、弟 22、29、31、333、341、374

十二 39 41 3 呉桂林、朱招福（陸虎鏡）、曽喜 隠、性 28 

十二 42 49 8 呉小弟、沈天保、呉天喜、呉金竜、沈天宝、 34.598 37 .239 1.076 1.386 0.040 爵、既 57、65、99、100、102、109、

呉毛三、孫阿長、孫阿多、朱阿狗、朱金宝、 110、lll、117

朱狗観（即朱阿全）、朱阿虎、平阿全

十二 四 50 1 何全 6.060 5. 757 0.242 0.950 0.040 藁

十二 五 51、52 2 華成衣（王金観）、張銀桂 9.000 9目874 0.360 1.097 0.040 警

十二 上九 53 55 3 食栓根、湯裕玉、呉正徳 10. 793 11.224 0.432 1.040 0.040 滑、爵 100、108、11l

十二 下九 56-59 4 張世金、朱慶和、敬松、李阿根 14.354 14.487 0.612 1.009 0.043 E書 2、22、41、90、92

十二 下九 60 1 沈新観 0.595 0.490 0.024 0.824 0.040 楼 44 

十二 十二 61-71 11 包金福、阿虎、紀福、錦山、顧寅山、包金 27 .181 29目593 1.086 1.089 。.040 渡、殿、陛、弁 39、41、53、54、55、56、60、

根、楊ニ観、包阿双、涯進徳、李龍観、陸 88 

李明、静三虎
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都 図 号 号数 佃 名 薗積ω入米（B) 力（C)

* f 野 名 垣

十二 十九 72 81 10 毛三、李阿虎、陸阿宝、三寿、采文、阿虎、
24.841 26. 798 1.132 1.079 0.046 京、明

17、58、77、89、114、141、
阿三、尤阿和、李阿根、李根全、李三宝 152、187

十二 二十 82 1 侍元敷（子老虎） 8.099 6.746 0.32 0.833 0.040 投 98 
十二 二十一 83、84 2 任新観、歪文 11. 500 10.142 0.460 0.882 0.040 献 422、423
東十三 上南十 85-89 5 王叙方、周永観、王四観、朱阿春、周漢発 4.218 4.193 0.158 0.994 0.037 写、菌、仙 56、77、106、535
西十三 下十一 90-92 3 馬和観、胎士、沈阿高 3.512 3. 785 0.140 1.078 0.040 鑑、席 40、154
十二 十六 93、94 2 陸文嫡、大宝 3.800 3.729 0.152 0.981 0.040 車 32、47

十二 十八 95-98 4 
朱大宝、朱毛宝、張二観、張銀観、毛秀法、

3.758 3.989 0.150 1.061 0.040 筋、漢 7、51、67
呉和尚、銚文山

東十三 下北十 99-102 4 周元祥、茅嫡輩、郷恵其、玉有法、海泉 6.678 5.637 0.267 0.844 0.040 覇 56、105、106、147、148
東十三 十二 103、104 2 金慶観、福観 1.000 1.094 0.040 1.094 0.040 寒 322、323
西十三 l町一I凶 4 m小弟、周狗鏡、徐方字、庭栄、銚才卿 11.384 11.848 0.456 1.041 0.040 九、蹟、泰 6、43、60
西十三 109-127 19 呉方廷、仰山、子卿、桂三、浦阿虎、華土 50.944 52.580 2.091 1.032 0.041 弱、用、軍 35、79、106、112、ll5、118、

梅、孫招福、浦裕彩、仁山（孫招福）、戴阿 137、170
金、金啓明、禁三寿、四、三観、沈宝観、呉

壬林、呉云観、朱雪山、周金福、桂福、明

山

西十三 四 128-131 4 華錦率、居尚徳、蒋金観、頼五観 4.019 3.870 0.160 0.963 0.040 形 336、337、372
西十三 五 132 135 4 江恵来、食念椿、王鳳祥、陸云来 6.036 5. 756 0.242 0.954 0.040 更、江、朱、銭 22、107、lll、142、150
西十三 上六 136、l幻 2 銭銀徳、尤云亭 1.156 0.896 0.046 0. 775 0.040 煩 392、416
西十三 七 138 144 7 華世栄、延玉、談仁観、華文菜、談世金、 17.426 17 .370 0.696 0.997 0.040 遵、盟 25、33、34、35、89、137、144、

談桂徳、曹梅堂、主鳳祥、王其林 145 
西十三 上八 145 147 3 史香梅、浦鳳来、沈文標、郁孝徳 5.026 5.308 0.201 1.056 0.040 途、践 6、39、158、163
西十三 下八 148-152 5 金阿二、張和尚、張永先、沈春江、双観、 2.845 3.044 0.114 1.070 0.040 土 IO、18、61、77

根方

西十三 十四 1日一159 7 盛玉章、大四、巌小弟、漏阿坤、議阿太、 7.637 8.088 0.305 1.059 0.040 意 70、72、73、77、85、109
盛金観、徐小龍、二観、星観、阿金、銭海

観、巧観

西十三 上十五 160 韓玉行 1.979 1.950 0.079 0.985 0.040 綾 118 



西十三 下十五 16H随 8 朱春泉、李梅生、閥叙堂、采亭、唐阿四、 12.431 13.208 0.495 1.059 0.040 軽、茂 7、30、107、111、112、170

黄金大（朱和尚）、朱槍福（和尚）、丁阿和、

朱茂春

西十三 十六 l的一l叩 2 陸品甫、周惟新 1.490 1.590 0.060 1.067 0.040 起 101、296

西十三 南十七 17I-176 6 閥三和、巧鏡、銭万春、張銀桂、周阿元、 6.504 7 .037 0.260 1.082 0.040 公、合、輸 41、57、80、163、235

局才卿、阿元、王阿仁、阿龍、黄嫡文

東十三 元 18 18 陸万輿（郁士徳）、馬糞良、沈三、呉兆基、 19.962 20.290 0.798 1.016 0.040 亭、東雁、西雁、 14、25、31、40、48、50、56、

李孝四、秦｛中、陳再包、恵来、李永方、張 南城、北城 63、65、74、86、88、93、103、

耀山、李道観（云山）、仁徳、慶鏡、王晋法、 287 

徐少亭、張金福、査在春（支桂廷）、秦培

生

東十三 四 19-46 28 食少卿、顧玉書、毛金観、李念橋（月脚）、 31.794 32 .099 1.270 1.010 。.040 回、池 16、24、31、71、88、94、100、

兆祥、曽祥、茂、徐少亭、巨桂香、永春、雲 129、139、147、171、180、

山、効山、金洪山、査阿関、林桂山、李介 187、190、192、202、204、

柄、量産安祥、朱芝卿、第福観、自社安祥、寿 207、214、293、294、297、

祥、高景亭、林一鳴、任天観、周方来、黄 356、362

暁峰、周鼎善、高雲山、黄岳山

束十三 十三 47-58 12 張玉楼、郷虎金、莫五観、再来、玉山、双 14.665 13.898 0.587 0.948 0.040 物 37、794、799、917、936、946、

寿、根観｛成金）、巌永昌、裕徳、毛五福、 988、1008、1064、1065、

顧培栄、黄永法、五観 1071、1408

東十三 十四 59ー71 13 陳竹堂（醇鳳梧）、王三和、大観、関大、曽 12.917 12.688 0.517 0.982 0.040 多 113、114、276、279、384、

福、毛和尚、錦亭、岳甫、潜大金（晋卿）、 403、409

秀香、毛上全、談立春、桂栄

東十三 十五 72ー79 8 徐阿五、柳竹峯、桂章、顧和観、張和観、 6.418 7 .235 6.256 1.127 0.040 士 56、129、169、196、325、637

朱早観、査子香、李数

下十四 上二 80 104 郷正初、劉鳳鳴、興徳、春陽、効初、随廷、 60.352 62.051 2.400 1.028 0.040 東門口、目、月 I、16、19、24、27、41、63、

友卿、桂廷、孫玉丈、爾章、爾康、景亭、劉 盈 71、72、95、137、138、152、

正元（禁云箆）、正倉（再昌）、正新（仁定）、 153、146、161、169、174

陳心回、念如、劉回華、周仁卿、義元、陶

耕祥、元祥（子、礼泉）、劉阿天、挑徳昌、

陳在春、鄭虎観、陳銀観、朱載占
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都 図 号 号数 佃 名 面積ω入米（B) 力（C) ! ~ 汗 名 垣

下十四 下二 10s no 6 陳福観、任啓堂、玉壬方、永四、秦宝華、 10.972 10.335 0.439 ・.942 0.040 字、宙、張 l、10、11、33、59、79、81
再新、陳硯香

下十四 二十三 l11 124 14 朱新徳、承祖（子惟藩）、秦見堂、友良、胡 29.975 29 .499 1.200 0.984 0.040 東城、西城、昆 13、29、30、35、39、40、201、
耕山、張男観、五観、朱硯先、林宝善、孫 242、297、298、300、302、
大栄、陳云階、文、陳秀徳（孫云階）、李鳳 306、307、349、374
亭、孫園春

束十三 八 125 1 沈廷華 0.500 0.535 0.020 1.070 0.040 石 232 

下十四 126-153 28 徐栄廷（子伯和）、寧回観、関柏霞、漢如、 63.097 63.665 2.524 1.009 0.040 塞 2、31、40、43、67、68、91、
念橋、祥賢、虹橋、林嘉吉（丁寿泉）、香周、 108、109、122、209、210、
丁方和、凌万里、少説、松亭、朱天祐、徐 250、265、344、345、355、
耕香、陳和観、査蔭喬、子卿、云峰、猛将 358、364、455、481、514、
社回、査桂喬、尚栄、仁祖、念橋、梧生、林 515、522、541、582、585、
三観、高玉山、朱大章、林毛観、陳敬亭 586 

下十四 五 154 115 22 彰瑞春、張春和、文林、朱云山、趨松洲、 72.363 68.438 2.895 0.946 0.040 難 18、191、203、251、252、305、
王才卿、陸松波（子仰山）、周廷華、朱絢 306、328、336、339、341、
卿（廷埠）、骨量友梅、周重筆、春撃、徐時周、 391、406、407、446、482、
周安全、文華、挑正閥、漏岐山、高星曜、 507、579、581、672、673、
楊永法（王蘭春）、朱福資、張芹軒、金桂 710、722、725

春（朱福参）

下十四 ムノ、116 1関 13 願文数、万明、云高、貞祥、蘇玉仙、趨松 36.836 37 .304 1. 419 1.013 0.039 鑑、遠、遡 10、14、15、20、43、44、53、
亭、云亭、景亭、史永泉、趨本観、雲亭、孫 59、90、101、154、155、164
鼎室、熊祥、越履祥

下十四 七 18ト193 5 閥洪昌、呉鳳池、張寿春、徐俊卿、兆章、 15.600 14.979 0.626 0.958 0.040 碍 121、125、385、386、387

下十四 上九 194-199 6 顧四福、蒋礼卿、智卿、王瑞昌、寿夫、任 20.255 20.516 0.811 1.013 0.040 庭、西砿、西雁 16、17、18、56、58、59、130、
四観、徐保徳 131、157

下十四 二四 2仰－2附 7 孫鳳玉、金廷方、王祥言、渡菊村、王松山、 17 .630 17 .492 0. 706 0.992 0.040 紫、西塞 2、13、78、79、280、316
陳紀昌、紀昌、早観



下十四 上二五 2nH15 9 呉仁斎、沈松山、閥侍堂、郭景林、応梅、 18.819 19.114 0.842 1.016 0.045 碍 1、43、341、459、493、494、

元順、震林、春林、張和尚 495 

下十四 下二五 216 236 21 周明知（閥玉堂）、双喜、墨卿（鳳鳴、栄春、 54.088 54.511 2.164 1.008 0.040 池 24、27、40、41、53、54、56、

廷梅）、李明玉、文年、周暁惟（絢卿）、周 156、215、269、326、331、

宝善、金和、金魁、立山｛子良宗）、茂徳 332、356、358、389

（子良邦）、周新徳、徳仙、亦善、仁観、世

金、園才、協廷、景廷、三元、朱大宝、閥栄

江、松亭（才臣）、周再卿、徐在回、周允祥

中十八 六 元－21 21 黄采如、郵進徳、秀堂、小弟、馬銃良、楊 7ι918 75.165 2. 745 1.003 0.037 相、稽 7、12、13、14、17、18、31、

如村、鄭茂生、土室、少廷、秀山、再廷、郎 59、61、72、75、99、105、122、

在玉、陸竹香、愛叙華、郎思春、郵瑞坤、 126、127、140、141、145、

召堂、沈福昌、寿昌、福昌 172、178、192、193、210、

285、290

中十八 七 22、23 2 徐増江、学賢 4.600 4.492 0.184 0.977 0.040 南蒸 165、218

中十八 /¥ 24 1 徐春桂 4.303 4.315 0.172 1.003 0.040 北蒸 232 

中十八 十 25-52 28 沈克昌、奈根英、徐沼法、是福、奈万畠、 86.973 84.531 3.476 0.972 0.040 答 124、125、317、345、489、

毛雪香、周雪堂、陳像亭、耕梅、曜昌、朱 553、616、703、764、706、

進徳、柏如、周培勝、徐阿七、王升数、朱 708、709、807、808、809、

其事、朱正声、琴峰、巌桂亭、陳念橋、潜 835、838、839、967、987、

安山、介局、介机、周梅卿、輝卿、徐金甫、 995、999、1019、1022、1069、

徐文甫、永法、何根梅、周松亭、張阿全 1095、1156、1184、1226、

1231、1232、1241

東十八 十二 53-92 40 陸洪文、陳松涛、馬在林、翁定珍、尤仰吾、 67 .291 67 .695 2. 754 1.006 0.041 螺、臨南、盤~t l、2、3、4、5、9、10、

高召釆、渡来、再良、方金観、曽達、云香、 腫、西 11、12、13、14、15、22、23、

六観、平祖堂、高仲良（玉竜）、孫月州、小 28、31、51、56、57、62、80、

山、方裕春、周阿大、王殿邦、小弟、高才 82 

方、子興、玉林、玉廷、永泉、胡云亭、金孝

三、高恒玉、仁山、定杢、紹発、興法、陸桂

方、世興、元、観正興、和尚、恵堂、方錦堂、

施目撃、高岳来、云梅、孫啓三、朱大宝
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都 図 号 号数 佃 名 面積ω入米価） カ（C) 玄B 玄c 好 名 垣

東十八 十三 93-129 37 凌士亨、陸永和、$召昌、凌竹香、凌大昌、 65.673 67.929 2.028 1.034 0.040 謀、骸 9、14、15、17、26、46、49、

招福、朱大宝、万方、永方、凌太和、陸金 51、52、79、80、81、86、89、
祥、鶴山、$召昌、彩章、陸纏文、金観、潜 93、115、118、119、121、122、

期峰、張秀堂、永堂、春喬、秀堂、相堂、九 129、131、132、137、145、
率、周寿爵、蓮香、張見三、興堂、礼堂、金 146、150、151、153、183、

桂和（翁鳳伯）、聞香、周効章、仁斎、金桂 188、244、250、275、266、
亭（仲園）、張毘棒、沈安亭、実克明、金月 279、280、281、284、287、
低恰三、子殿玉、廷玉、巨洪法、裳顕廷、 293、302、307

部永法、凌正甫、兆梅、許景方

束十八 十四 日トl制 15 沈愛甫、施永立、聞香、心堂、張明発、厳 42.846 43.677 1.714 1.019 0.040 醸 11、22、23、29、31、22、33、

明山、子再良、馬大宝、徳華、施紹亭（談 39、49、51、52、53、141、142
秀卿）、念亭、杏園、施岐山、文筆（錦堂、

啓堂）、愛卿

東十八 十五 Mトl筋 11 巌金徳、陸才方、郎云山、沈七観（方明）、 21.076 21.333 0.843 1.012 0.040 執 71、147、153、156、166、170、
王景文、干培橋、沈明福（方明）、蒋集成、 187、407、408、410、412
設喜観、仲茂、徳明、梅村、念梧

東十八 十六 l随一1臼 9 襲四喜、沈鳳元、襲子春、任月和、襲洪昌、 17.971 17. 782 0.718 0.989 0.040 骸 l、162、186、238、456、457、
松喬、任恰昌、順昌、云階、子小初 502、503、654

束十八 南十七 時ト170 7 戴栄堂、何永茂、朱益舟、何耗観（仲郷）、 12.940 12.475 0.518 0.964 0.040 南審 l、4、69、85、88、92、238

許称心、戴根安

束十八 北十七 171-176 6 高裕方、金寿、興極観、双福、心州、孫天 19.661 69.175 0.787 0.975 0.040 北審 30、42、43、166、354、355
喜、沈天観（阿根）、四元

束十八 三十五 177-190 14 張云廷、硯廷（実如山）、見堂、楊控堂、顔 24.957 26.381 0.998 1.057 0.040 骸西、熱、願蝶 6、7、13、22、27、38、57、
新安、劉錦堂、実鼎和、談称心、陸清如 59、60、66、73、89
（案云甫）、徐鵠九、金才春（子永方）、施

巧観、福卿、培堂、耕三



西十八 三十一 191-227 37 張徳安、季安、薬錦泉、啓堂、林任香、憲 99.646 100.081 3.986 1.004 0.040 再、拝、保 8、36、41、48、50、51、58、

堂、李在徳、友良、林所斎、恩意、葉茂春、 59、76、81、88、89、104、159、

裕春、黄祥卿、林雨卿、万邦（薬茂春、裕 160、174、196、197、208、

春）・、方来、云橋、葉暁峰、俊徳、陵省三、 209、212、227、229、230、

薬竹亭、友蘭、趨松山、年山、徐歩数、周 246、255、262、267、272、

柏卿、永山、鳳楼、存楼、耀廷、景来、楊正 276、324、348

邦、周康廷、葉国豊、春堂、馬錦秀、憲章、

周岐山、葉恵来

北十九 228-233 6 儲長発、宋培香、干祥観、儲祥安、宋態宗、 5.427 5.501 0.217 1.014 0.040 蔵、閏 44、79、95、121、140

周如章、襲正香

北十九 四 234-239 6 沈洪昌、王四観、護占、芸占、沈茂春、張 8.839 9.449 。目353 1.069 0.040 金 40、56、119、147、150、151

承啓、仲和

北十九 五 240 1 襲錦方 6.595 5.145 0.264 0. 780 0.040 霜 208、209

北十九 上八 241-247 7 周阿云、陸早二、沈六観、李興大、周大観、 21.511 22.197 0.860 1.032 0.040 議蕉、財賦、趨 15、17、85、87、92、120、126

厳魁、張小弟 段

北十九 下八 248 1 朱仲卿 I目781 1. 926 0.071 1.081 0.040 村前 88 

西十八 十一 元一19 19 王和卿、性魯、文卜、翰卿、張仰山、海百 39.207 38.109 1.550 0.972 0.040 筒、要 8、117、142、250、251、423、

和、陳蘭回、呉慎之、翁尚之、王錦昌、栄 451、572、612、624、670

卿、云茂、越漢卿、沈心回、方回、朱金観、

文新、王杏春、鄭相堂、見堂

西十八 十八 20-29 10 沈士坤、王星斎、許富堂、王仁卿、沈宗海、 49.305 59.357 1.972 1.001 0.040 東牒 7、80、140、142、149、155、

顧春波、尚徳、正加、文標、洪標、少云 164、280、288、354、369

西十八 十九 30-77 48 朱鳳章、廷深、郷松華、金虎、耕和、友梅、 94.426 94目209 3. 773 0.998 0.040 西勝、商浜、萱 40、104、163、284、329、332、

耕香、王再良、松亭、三橋、坤、松林、晋良、 浜、横渡、極浜 334、337、338、343、374、

文玉、福堂、立堂、孫竹卿、越和観、隣松、 456、507、508、535、536、

桂亭、暁峰、慶仁、慶高、陸慶高、明岐、顧 537、538、540、541、542、

桂香、万倉、桂山、竹山、錦洪、貌亮采、桂 543 

堂、定標、栄標、史叙春、郵暁山、任子峰、

桂軒、掌生、桂卿、養和、再賢、俊智、洪達、

有達、邦逮（正明）、栄亭（願香）、又（雪

香）、又（秀香）、金福、文慶順、裕泉、双金
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都 図 号 号数 佃 名 面積ω入米包） 力（C) ! ~ 汗 名 垣

西十八 上二十 浦一134 57 原紹倉、戴洪昇、云亭、陳桂香、沈友亭、 145.228 149.414 6.022 1.029 0.041 催、躍 65、71、93、100、101、104、
懐揚、朱福亭、茂元、学廷、燦廷、進山、劉 129、144、145、159、176、
紹庭、王南香、新村、林振祥、友山、史侃 179、200、201、203、205、
安、郷錦廷、栄廷、徐双観、世和、望卿、云 207、219、243、249、250、
亭、万華、金観、百如、社公用、周関慶、潜 275、317、328、375、378、
松元、沈心斎、陳恰徳、際思九、陳和観、 380、383、387、412、433、
薬玉田、相中、孝仙、鳳江、根保、云江、洪 441～466、469、473、478、
法、秀法、松春、恵来、黄世観、増寿、顕廷、 479、481、513、514、521
香廷、殺先、殺章、林景山、銀福、上珍、梅
如、梅廷、其祥、季道山、双林、世昌、福島、
馬才祥、栄観、虎、相九、宝生、宝林、計洪
業、廷章

西十八 下二十 135 156 22 林云岐、恵福、桂香、許登発、史小村、 54.218 53. 742 2.178 0.991 0.040 恐 60、131、173、219、226、
徐雪香、世高、小春、侯鶴云、徐茂春 234、312、335、437、
（子礼卿）、養卿、史錫観、許世観、和 438、444、451、495、
尚、世観、耕云、天元、馬令恰、呉正 511、513、537、538、
加、正香、景山、陸小弟、王再興、盛 539、540、614
菊方、史虎観

西十八 二十一 157-186 30 戴恰来、孫喜春、願永泉、王停、張蘭 52.548 51.355 2.104 0.977 0.040 僅 6、7、13、14、16、17、
亭、朱正英、戴弟、陳勝元、陳国帆、 18、20、25、28、30、36、
朱大春、文華、裕玉、金宝山、朱文輩、 37、38、43、44、45、55、
施狗観、嚢玉岐、玉庭、侯培観、金観、 65、66、70、92
金梅堂、黄茂如、金加梅、史金、侯巧

福、桂車干、張宗良、顔錦山、明徳、俊
甫、世田、明谷、金全観、侯培香、世
福、顧溶茎、善香、陳鼎元、金梧亭

西十八 上三六 187-202 16 昌恵泉、銚云卿、翁徳周、史念春、李 27目067 26.357 1.084 0.974 。目040 東勝 57、94、96、182、205、
停生、紹生、金才三、王惟良、呉松山、 208、290、407、418、
唐二観、三観、蘇錦春（仰敏）、郷蘭香、 426、510
子香、任錦方、趨招板、翁明善、耕和



西十八 下三六 加3-210 8 杜景春、景筆、浦万良、王仁卿、社歩 22.855 22.726 0.914 0.994 0.040 西賎 131、132、134、135、

堂、福堂、王実甫、蓮亭、松亭、顧全 147、266、312、315、385

中十八 三十 211-229 19 厳春漁、紀永春、張培堂、賞裕堂、玉 30.646 29.256 1.228 0.955 0.040 顧 57、345、402、442、530、

景亭、菊村、恵村、厳支岐、襲士福、 686、708、718、733、

趨妹観、仁卿、興祥福、小弟、頭春泉、 752、777、792、797、

沈竹山、厳耕堂、万正方、王二観、厳 805、809、864

耕山、万載春、襲惟高、恰高

第 4表 『長邑小租簿』四群集計表

都 数 図数 号数 佃数＠） 面積小計制 入米小計"(B) 力果小計~C) 旦A ~ 士子数 垣数 ~ 
7 39 176 197 

畝 石 石 石 右
74 149 

畝

453.596 463.953 18.497 1.023 0.041 2.302 

II 2 17 236 261 486.843 484.609 19.474 0.995 0.040 34 213 1.865 

III 4 18 248 274 587 .008 589.249 23.288 1.004 0.040 30 243 2.142 

IV 2 9 229 263 515.500 514.525 20.825 0.998 0.040 12 163 1.960 

計 12 83 889 995 2042. 947 2052.336 82.084 1.005 0.040 150 768 2.053 
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初
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江
南
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け
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桟
・
業
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・
佃
戸
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係
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六
八

こ
れ
に
よ
り
『
長
邑
小
租
簿
』
が
漏
林
一
関
係
地
の
小
作
関
係
を
示
す
簿
冊
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
と
同
時
に
、
『
長
邑
小

租
簿
』
は
宣
統
元
年
抄
存
と
年
記
事
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
史
料
1
0
、
及
び
史
料
（
七
）
と
の
対
応
か
ら
光
緒
十
年
以
前
、
光
緒
十

年
、
及
び
そ
の
後
光
緒
三
十
三
年
に
至
る
各
時
期
に
置
得
し
た
地
片
を
従
来
の
所
有
関
係
や
小
作
関
係
を
継
続
す
る
形
で
適
宜
分
割

な
い
し
合
筆
し
て
佃
作
に
出
し
た
も
の
で
、
そ
の
原
簿
が
『
長
邑
小
租
簿
』
と
呼
ば
れ
る
簿
冊
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、

す
べ
て
の
地
片
に
つ
い
て
対
応
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
の
で
、
漏
林
一
関
係
の
全
体
は
ま
だ
未
確
認
と
な
ろ
う
。



第 5表

(11) r長邑小租簿j 10 r長邑無関上下忙漕米冊l 化H長邑経号回単底冊l
都・図

号 佃名 面積 入米 力米 汗垣 目リ 面積 業戸 原戸 上下忙 漕米 号 号 置年 得業戸 目~ 面積 原戸

畝 石 石 畝

隊部2 而 石 畝

下十四・下二 105 陳福観 3.637 3.274 0.145 宇臼 1.337 呉養真 0.189 130 光10郵進徳 荒官 0.668 陳部氏

II II II II 陳紹堂

2.300 II 開紹祥堂山 0.254 II II II II 1.150 陳紹堂

II II II II 1.150 陳象山

106 任啓堂 2.000 1.666 0.080 宙l 東荒民 2.000 呉経鋤 張孝文 0.222 

107 王永壬方四 1.400 1.442 。.056 II 10 官 1.400 呉養真 王永訓 0.152 87 光10王銀永芳田 官 1.400 王永E
108 秦宝撃 0.912 0.895 0.637 II 11 東官 0.913 呉経鋤 呉仲記 0.099 

109 秦再新 2.373 2.388 0.065 張33 2.323 呉着真 秦茂漢堂九 0.251 75 光10秦再新 官 秦茂堂

79.81 民 6. 700 II 

110 陳硯香 0.650 0.670 0.026 II 46 0.700 II 秦茂堂 0.070 74 光10秦全福 官 0.650 秦漢基

下九四・廿三 lll 秦新徳 1.777 1.823 0.071 東城35 146 光33康季和 官 1.777 張信茂

112 朱承祖 2.648 2. 728 0.106 II 39 官 2.648 呉養真 朱克賢 0.287 85 光10朱克賢 官 2.648 朱克賢

113 秦見堂 2.524 2.524 0.101 西城29 146 光33顧季和 宮 2.524 張信義

114 秦友良 1.500 l目470 0.060 II 30 146 光33顧季和 官 l目500張長登

115 胡耕山 2.810 2.894 0.113 昆13 官 2.810 呉養真 胡耕山 0.304 82 光10胡耕山 官 2.816 胡耕山

116 張Z観 3.840 3.825 。.154 II 40 146 光33顧季和 民 2.500 張信義

朱硯先 民 1.250 

117 林宝善 1.857 1.897 0.074 II 201 146 光33顧季和 荒民 1. 704 張信義

荒官 4.256 呉養真 鐘思 0.600 II II II 民 2. 744 II 

119 陳星裕 3.800 3.420 0.152 11297 荒官 0. 750 呉養真 孫云階 。.106 II 光10棟星裕 荒官 3.800 陳新倉
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。l)I長邑小租簿j IO ［長邑無関上下忙漕米冊l 的I長邑経号田単底冊l
都・図

号 佃名 面積 入米 力米 汗駈 員リ 面積 業戸 原戸 上下忙 漕米 号号 置年 得業戸 fttl 面積 原戸
畝 石 右

298 畝 而 石 畝
120 孫云階 1.250 1.125 0.050 II 300 0.500 II II 0.070 84 II 孫云階 II 0. 750 孫云階

宮 1.471 II II 0.159 II II II II 0.500 II 

121 II 0.671 0.691 0.027 11302 84 ｝！ II 官 0.671 II 

124 孫国春 0.800 0.824 0.032 11379 荒官 3.298 呉養基 陳秀徳 0.466 II II II II 0.800 II 

122 陳秀徳 3.298 2.968 0.132 ~g~ 83 光IO陳秀徳 荒官 1.180 際大昇

（軍云階） II II II II 2.118 孫球指

123 李鳳亭 。目456 0.410 0.018 349 85 II 朱克賢 II 0.456 朱克賢



結

本
稿
は
論
文
と
い
う
よ
り
史
料
紹
介
、
し
か
も
そ
の
過
半
は
検
討
済
み
の
残
務
処
理
的
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て

も
鴻
林
一
桟
の
租
桟
業
務
の
未
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
部
分
が
数
点
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
一
は
租
桟
が
清
末
段
階
で
終
了
し
て
い
る
の

で
は
な
く
、
民
国
時
代
、
一
九
二

O
年
ご
ろ
ま
で
存
続
し
、
し
か
も
関
係
地
を
拡
大
し
て
い
る
と
い
う
点
、
徴
税
関
係
と
佃
租
徴
集

と
の
強
固
な
結
合
等
が
確
認
で
き
る
。
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